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文
学
を
育
む
豊
か
な
土
壌

　
江
戸
時
代
に
は
長
崎
街
道
の
宿
場
町
と

し
て
、明
治
時
代
以
降
は
官
営
八
幡
製
鐵
所

に
代
表
さ
れ
る
近
代
工
業
都
市
と
し
て
発

展
し
て
き
た
北
九
州
市
。大
陸
や
首
都
圏
な

ど
と
人
や
情
報
の
往
来
が
活
発
に
なっ
た
こ

と
で
、豊
か
な
文
化
が
育
ま
れ
て
き
た
街
で

も
あ
り
ま
す
。

　
明
治
期
に
は
、文
豪・
森
鷗
外
が
陸
軍
軍

医
と
し
て
小
倉
に
赴
任
し
数
年
を
過
ご
し

た
ほ
か
、俳
人・
杉
田
久
女
や「
放
浪
記
」で

知
ら
れ
る
作
家・
林
芙
美
子
、芥
川
賞
作
家

の
火
野
葦
平
、さ
ら
に
は
、多
く
の
推
理
小

説
を
残
し
た
松
本
清
張
な
ど
多
く
の
文
学

者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
企
業
で
の
文
芸
に
関
す
る
ク
ラ
ブ
活
動

や
同
人
誌
活
動
な
ど
も
盛
ん
で
、岩
下
俊
作

は
八
幡
製
鐵
所（
現・
新
日
鐵
住
金
）勤
務

の
傍
ら
、同
人
誌「
九
州
文
学
」に「
富
島
松

五
郎
伝
」を
発
表
。後
に「
無
法
松
の一
生
」

と
し
て
映
画
化
さ
れ
、ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。ま

た
、文
学
館
の
初
代
館
長・
佐
木
隆
三
も
勤

務
し
て
い
た
八
幡
製
鐵
所
の
職
場
雑
誌「
製

鐵
文
化
」や
社
内
報「
く
ろ
が
ね
」に
寄
稿
し
、

後
に
労
働
者
作
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
な
ど
企
業
の
文
化
活
動
が
文
学

の
土
壌
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

学
芸
員
の
お
薦
め

　
文
学
館
は
、昭
和
50
年
に
建
築
家・
磯
崎

新
さ
ん
の
設
計
で
建
築
さ
れ
た
歴
史
博
物

館
を
改
装
利
用
し
て
い
ま
す
。ア
ー
チ
状
の

天
井
や
磯
崎
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
直
径
７ｍ
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
見
所
で
す
。

　
収
蔵
品
で
は
、作
家
の
リ
リ
ー・フ
ラ
ン
キ

ー
さ
ん
の
自
筆
原
稿
や
、映
画「
無
法
松
の一

生
」が
ベ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ

（
金
獅
子
賞
）を
受
賞
し
た
と
き
の
盾
な
ど

が
必
見
で
す
。

　
ま
た
、10
月
22
日
㈯
〜
12
月
４
日
㈰
に
は
、

「
没
後
20
年
司
馬
遼
太
郎
展
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。歴
史
小
説
で
知
ら
れ
る
作
家・
司
馬

遼
太
郎
の
自
筆
原
稿
や
初
版
本
な
ど
が
展

示
さ
れ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

「
文
学
の
街
・
北
九
州
」の

取
り
組
み

　
現
在
、本
市
で
は
文
学
館
を
中
心
に
、「
文

学
の
街・北
九
州
」の
キ
ャッ
チ
コ
ピ
ー
の
も

と
、新
人
作
家
の
発
掘
や
、本
市
ゆ
か
り
の

文
学
者
の
顕
彰
な
ど
を
目
的
と
し
た
三
つ

の
文
学
賞
を
主
催
し
て
い
ま
す
。新
人
作
家

の
登
竜
門
と
な
る
こ
と
を
目
指
す「
林
芙
美

子
文
学
賞
」は
短・中
編
小
説
が
対
象
で
、受

賞
作
は「
小
説
ト
リ
ッ
パ
ー
」に
掲
載
さ
れ
ま

す
。ま
た
、「
子
ど
も
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン
文
学

賞
」「
あ
な
た
に
あ
い
た
く
て
生
ま
れ
て
き

た
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」は
、小・中
学
生
が
対
象
。

文
章
や
詩
に
親
し
む
き
っ
か
け
作
り
や「
文

学
の
街・
北
九
州
」を
広
く
全
国
に
発
信
す

る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

―
＊
―
＊
―
＊
―

　
皆
さ
ん
も
文
学
の
秋
に
じっ
く
り
と
浸
れ

る
文
学
館
へ
、足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

過去と未来を結ぶ
文学の架け橋

特集　文学館10周年
　明治時代以降、多くの文学関係者を輩出し、豊かな文学の歴史が息づく北九州
市。文学館は、本市にゆかりのある文学者の貴重な資料を収集・保存・展示すると
ともに、調査研究の拠点となっており、11月1日に10周年を迎えます。今回は、文学
館の取り組みや収蔵品、10周年記念の企画などを紹介します。

▲リリー・フランキー「東京タワー オカンと
ボクと、時々、オトン」の自筆原稿

▲ステンドグラス

▼「
無
法
松
の一生
」

ベ
ネ
チ
ア
国
際
映
画

祭
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

時
の
盾

開館10周年記念イベント

文学館
所在地：小倉北区城内４‐１ ☎５７１・１５０５
開館時間：９時30分～18時（入館は17時30分まで）
休館日：月曜日（祝・休日のときは開館し翌日が
休館）、年末年始
料金：一般200円、中学・高校生100円、小学生50
円（特別企画展開催中は別途観覧料が必要）
※それぞれが２割引きになる「松本清張記念館」とのセット
券もあります

■西小倉駅より徒歩10分
■西鉄バス勝山公園バス停
より徒歩１分

JR西小倉駅 JR小倉駅

松本清張
記念館

北九州
市役所

小倉北
区役所

リバーウォーク北九州

小倉北
警察署

勝山公園

勝山公園中央図書館

小倉城

井筒屋

井筒屋
小倉城庭園 平

和
通

モ
ノ
レ
ー
ル

清
張
通
り

紫
川

旦　
過

文学館
勝
山
公
園
バ
ス
停

❶バースデーコンサート
　響ホール室内合奏団メンバーが、本市ゆかりの作家にちなん
だ楽曲を演奏し、開館記念日を祝います。11月1日㈫14～15時、
文学館で。

❷森鷗外の書簡を３日間だけ特別公開
　森鷗外が江戸時代の医師・
渋江抽斎についての本を執
筆する際、抽斎の息子である
翻訳家・渋江保に宛てた書簡
を公開します。鷗外の自筆を
間近に見てみませんか。11月
１日㈫～３日㈷、文学館で。

❸講演会＆対談
　11月3日㈷に、文学館にゆかりのある作家による講演会と対談
が北九州芸術劇場（リバーウォーク北九州６階）で開催されます。
　第一部（13時30分～15時）では、福岡県出身の直木賞作家・
五木寛之さんが「いまを生きる力」をテーマに講演します。第二部
（19～20時30分）では、共に小倉北区生まれの作家であるリリ
ー・フランキーさんと山崎ナオコーラさんが北九州への思い入れ
や文学観について語ります。
　♦＃❶❸は必要。❸は10月21日、❶は30日まで。詳細は文
学館（☎571・1505）へ。

▲森鷗外の自筆書簡


